
(57)【要約】
　体液採取装置は、穿刺針とその穿刺針が通過可能な先端部の先端開口とを備えたチップ
を装着して使用するものである。この体液採取装置は、皮膚を密着させる当て部を有する
装置本体と、内部にチップを収納し得る収納空間が形成されたチップ装着部と、収納空間
内を減圧するポンプと、収納空間内にチップを収納し、当て部に皮膚を密着させて先端開
口を封止した状態で、ポンプを作動して収納空間を減圧したとき、チップ装着部の先端側
の部分を所定の範囲内で穿刺針の長手方向に沿って移動可能にする可動手段とを有する。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
穿 刺 針 と 該 穿 刺 針 が 通 過 可 能 な 先 端 部 の 開 口 と を 備 え た チ ッ プ を 装 着 し て 使 用 す る 体 液 採
取 装 置 で あ っ て 、
　 測 定 部 位 の 皮 膚 を 密 着 さ せ る 当 て 部 を 有 す る 装 置 本 体 と 、
　 内 部 に 前 記 チ ッ プ を 収 納 し 得 る 空 間 が 形 成 さ れ た チ ッ プ 装 着 部 と 、
　 前 記 空 間 内 を 減 圧 す る 減 圧 手 段 と 、
　 前 記 空 間 内 に 前 記 チ ッ プ を 収 納 し 、 前 記 当 て 部 に 皮 膚 を 密 着 さ せ て 前 記 開 口 を 封 止 し た
状 態 で 、 前 記 減 圧 手 段 を 作 動 し て 前 記 空 間 を 減 圧 し た と き 、 前 記 チ ッ プ 装 着 部 の 先 端 側 の
部 分 を 所 定 の 範 囲 内 で 前 記 穿 刺 針 の 長 手 方 向 に 沿 っ て 自 由 に 移 動 可 能 に す る 可 動 手 段 と を
有 す る こ と を 特 徴 と す る 体 液 採 取 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 チ ッ プ 装 着 部 は 、 前 記 穿 刺 針 の 長 手 方 向 に 伸 縮 自 在 で あ り 、 そ の 伸 縮 に よ り 、 前 記 空
間 の 容 積 が 変 わ る 請 求 の 範 囲 第 １ 項 に 記 載 の 体 液 採 取 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 チ ッ プ 装 着 部 が 伸 縮 す る 際 の 前 記 空 間 の 気 密 性 を 保 持 す る シ ー ル 部 材 が 設 置 さ れ て い
る 請 求 の 範 囲 第 ２ 項 に 記 載 の 体 液 採 取 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 チ ッ プ 装 着 部 は 、 第 １ の 部 位 と 、 該 第 １ の 部 位 の 基 端 側 に 前 記 装 置 本 体 に 対 し 移 動 可
能 に 設 け ら れ た 第 ２ の 部 位 と を 有 し 、
　 前 記 第 １ の 部 位 と 前 記 第 ２ の 部 位 と は 、 互 い に 前 記 穿 刺 針 の 長 手 方 向 に 沿 っ て 移 動 可 能
で あ り 、 そ の 移 動 に よ り 、 前 記 空 間 の 容 積 が 変 わ る 請 求 の 範 囲 第 １ 項 な い し 第 ３ 項 の い ず
れ か に 記 載 の 体 液 採 取 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 装 置 本 体 と 前 記 第 ２ の 部 位 と の 一 方 に ガ イ ド ピ ン が 設 け ら れ 、 他 方 に 前 記 ガ イ ド ピ ン
が 挿 入 さ れ る ガ イ ド ホ ー ル が 設 け ら れ 、
　 前 記 第 ２ の 部 位 が 前 記 装 置 本 体 に 対 し 移 動 す る 際 、 前 記 ガ イ ド ホ ー ル の 内 周 面 が 前 記 ガ
イ ド ピ ン の 外 周 面 を 摺 動 す る 請 求 の 範 囲 第 ４ 項 に 記 載 の 体 液 採 取 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 第 １ の 部 位 と 前 記 第 ２ の 部 位 と が 互 い に 離 間 す る よ う に 付 勢 す る 付 勢 手 段 を 有 す る 請
求 の 範 囲 第 ４ 項 に 記 載 の 体 液 採 取 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 第 １ の 部 材 と 前 記 第 ２ の 部 材 と が 移 動 す る 際 の 前 記 空 間 の 気 密 性 を 保 持 す る シ ー ル 部
材 が 設 置 さ れ て い る 請 求 の 範 囲 第 ４ 項 に 記 載 の 体 液 採 取 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 空 間 内 に 前 記 チ ッ プ を 収 納 し 、 前 記 当 て 部 に 皮 膚 を 密 着 さ せ て 前 記 開 口 を 封 止 し た 状
態 で 、 皮 膚 を 穿 刺 す る よ う に 前 記 穿 刺 針 を 作 動 さ せ る 穿 刺 手 段 を 有 す る 請 求 の 範 囲 第 １ 項
な い し 第 ３ 項 の い ず れ か に 記 載 の 体 液 採 取 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
体 液 中 の 所 定 の 成 分 の 量 を 測 定 す る 測 定 手 段 を 有 す る 請 求 の 範 囲 第 １ 項 な い し 第 ３ 項 の い
ず れ か に 記 載 の 体 液 採 取 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 先 端 部 に 鋭 利 な 針 先 を 有 す る 穿 刺 針 を 備 え る チ ッ プ を 装 着 し て 使 用 す る 体 液
採 取 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 糖 尿 病 患 者 の 増 加 に 伴 い 、 日 常 の 血 糖 値 の 変 動 を 患 者 自 身 が モ ニ タ ー す る 自 己 血
糖 測 定 が 推 奨 さ れ て き て い る 。
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【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 血 糖 値 の 測 定 に は 、 血 液 中 の ブ ド ウ 糖 量 を 自 動 的 に 測 定 す る 血 糖 測 定 装 置 が 用 い ら
れ る 。 こ の 測 定 に 先 立 ち 、 患 者 は 、 自 分 の 血 液 を 採 取 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 血 液 を 採 取 す る 方 法 と し て は 、 穿 刺 針 に よ り 指 先 等 の 皮 膚 を 穿 刺 し た 後 、 そ の 穿 刺 部 周
辺 を 圧 迫 し て 血 液 を 絞 り 出 す こ と が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う な 方 法 を 実 施 す る に は 、 例 え ば 、 特 開 ２ ０ ０ １ － ３ ０ ９ ９ ０ ５ 号 公 報 に 記 載 さ
れ て い る 、 穿 刺 針 を 備 え る 穿 刺 具 （ チ ッ プ ） を 装 着 す る 成 分 測 定 装 置 が 用 い ら れ る 。 こ の
装 置 は 、 以 下 の よ う に 作 動 す る 。 ま ず 、 チ ッ プ を 成 分 測 定 装 置 の チ ッ プ 装 着 部 に 装 着 し 、
皮 膚 を チ ッ プ の リ ン グ 状 の 端 部 に 密 着 さ せ る 。 次 い で 、 成 分 測 定 装 置 に 設 け ら れ た 穿 刺 手
段 を 作 動 す る こ と に よ り 穿 刺 針 を 突 出 さ せ 、 指 先 を 穿 刺 す る 。 次 い で 、 チ ッ プ 装 着 部 に お
け る チ ッ プ が 装 着 さ れ て い る 空 間 を 減 圧 し て 、 そ の 減 圧 に よ り 、 穿 刺 箇 所 か ら 血 液 を 吸 引
す る 。 さ ら に 減 圧 と 同 時 に チ ッ プ 装 着 部 が 皮 膚 か ら 離 間 す る 方 向 に 動 き 、 皮 膚 の う っ 血 を
解 除 す る こ と に よ っ て 出 血 量 を 増 加 さ せ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 こ の よ う な 成 分 測 定 装 置 で は 、 穿 刺 部 （ 穿 刺 針 に よ り 穿 刺 さ れ る 部 位 ）
に も よ る が 、 前 記 空 間 を 減 圧 す る に し た が っ て 、 チ ッ プ 装 着 部 が 穿 刺 部 周 辺 か ら 離 間 す る
方 向 へ 移 動 し た 結 果 、 遂 に は 、 チ ッ プ 装 着 部 が 穿 刺 部 周 辺 か ら 外 れ る 場 合 が あ っ た 。 こ の
外 れ た こ と に よ り 、 穿 刺 箇 所 か ら の 血 液 の 吸 引 が 停 止 し 、 血 液 が 充 分 に （ 確 実 に ） 採 取 す
る こ と が 困 難 に な り 、 ま た 、 減 圧 状 態 が 急 に 解 除 さ れ る こ と に よ っ て 血 液 が 飛 散 し 、 周 囲
の 装 置 等 を 汚 染 し て し ま う と い う 問 題 点 が あ っ た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 チ ッ プ 装 着 部 の 先 端 側 の 部 分 が そ の 基 端 方 向 に 過 度 に 移 動 し て 、 チ ッ
プ が 皮 膚 か ら 離 間 す る の を 防 止 す る こ と が で き る 体 液 採 取 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 体 液 採 取 装 置 は 、
ク レ ー ム （ １ ） 　 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ れ に よ り 、 チ ッ プ 装 着 部 の 先 端 側 の 部 分 が そ の 基 端 方 向 に 過 度 に 移 動 し て 、 チ ッ プ が
皮 膚 か ら 離 間 す る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 体 液 採 取 装 置 で は 、 ク レ ー ム （ ２ ） 　 で あ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ れ に よ り 、 チ ッ プ 装 着 部 の 先 端 側 の 部 分 が そ の 基 端 方 向 に 過 度 に 移 動 し て 、 チ ッ プ が
皮 膚 か ら 離 間 す る の を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 体 液 採 取 装 置 で は 、 ク レ ー ム （ ３ ） 　 で あ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ れ に よ り 、 チ ッ プ 装 着 部 の チ ッ プ を 収 納 す る 空 間 の 気 密 性 が 確 実 に 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 体 液 採 取 装 置 で は 、 ク レ ー ム （ ４ ） 　 で あ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ れ に よ り 、 チ ッ プ 装 着 部 の 先 端 側 の 部 分 が そ の 基 端 方 向 に 過 度 に 移 動 し て 、 チ ッ プ が
皮 膚 か ら 離 間 す る の を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 体 液 採 取 装 置 で は 、 ク レ ー ム （ ５ ） 　 で あ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ れ に よ り 、 第 ２ の 部 位 が 装 置 本 体 に 対 し 穿 刺 針 の 長 手 方 向 に 沿 っ て 円 滑 に （ ス ム ー ズ
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に ） 移 動 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 体 液 採 取 装 置 で は 、 ク レ ー ム （ ６ ） 　 で あ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ れ に よ り 、 第 １ の 部 位 お よ び 第 ２ の 部 位 が 、 そ れ ぞ れ 、 穿 刺 針 に よ る 穿 刺 前 の 状 態 の
所 定 位 置 に 位 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 体 液 採 取 装 置 で は 、 ク レ ー ム （ ７ ） 　 で あ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ れ に よ り 、 チ ッ プ 装 着 部 の チ ッ プ を 収 納 す る 空 間 の 気 密 性 が 確 実 に 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 体 液 採 取 装 置 で は 、 ク レ ー ム （ ８ ） 　 で あ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ れ に よ り 、 皮 膚 を 確 実 に 穿 刺 し て 、 そ の 穿 刺 箇 所 か ら 体 液 を 流 出 さ せ る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 体 液 採 取 装 置 で は 、 ク レ ー ム （ ９ ） 　 で あ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ れ に よ り 、 体 液 中 の 所 定 の 成 分 の 量 を 被 測 定 者 が 把 握 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 第 １ 図 は 、 本 発 明 の 体 液 採 取 装 置 を 成 分 測 定 装 置 に 適 用 し た 場 合 の 縦 断 面 図 で あ
る 。
【 図 ２ 】 第 ２ 図 は 、 第 １ 図 に 示 す 成 分 測 定 装 置 に 皮 膚 を 密 着 さ せ た と き の 縦 断 面 図 で あ る
。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 体 液 採 取 装 置 を 添 付 図 面 に 示 す 好 適 実 施 形 態 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る
。 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 本 発 明 の 体 液 採 取 装 置 を 成 分 測 定 装 置 に 適 用 し た と き に つ い て
説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 第 １ 図 は 、 本 発 明 の 体 液 採 取 装 置 を 成 分 測 定 装 置 に 適 用 し た 場 合 の 縦 断 面 図 、 第 ２ 図 は
、 第 １ 図 に 示 す 成 分 測 定 装 置 に 皮 膚 を 密 着 さ せ た と き の 縦 断 面 図 で あ る 。 な お 、 第 １ 図 、
第 ２ 図 中 、 上 側 を 「 先 端 」 、 下 側 を 「 基 端 」 と し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 第 １ 図 に 示 す よ う に 、 成 分 測 定 装 置 （ 血 液 成 分 測 定 装 置 ） １ は 、 鋭 利 な 針 先 を 有 す る 穿
刺 針 １ ４ を 備 え 、 先 端 部 に 前 記 針 先 が 通 過 可 能 な 先 端 開 口 １ ６ ２ （ 開 口 ） が 形 成 さ れ た チ
ッ プ １ ３ を 装 着 し て 使 用 す る 成 分 測 定 装 置 で あ る 。 こ の 成 分 測 定 装 置 １ は 、 装 置 本 体 ２ と
、 チ ッ プ １ ３ が 着 脱 自 在 な チ ッ プ 装 着 部 ５ と 、 チ ッ プ 装 着 部 ５ 内 に 収 納 さ れ た 穿 刺 手 段 ４
と 、 体 液 （ 血 液 ） 中 の 所 定 成 分 を 測 定 す る 測 定 手 段 ９ と 、 チ ッ プ 装 着 部 ５ 内 を 減 圧 状 態 と
す る （ 減 圧 す る ） ポ ン プ （ 減 圧 手 段 ） ８ と 、 制 御 手 段 と 、 可 動 手 段 １ ０ と を 備 え て い る 。
以 下 、 こ れ ら の 各 構 成 要 素 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 装 置 本 体 ２ は 、 そ の 内 部 に 空 間 ２ ３ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 空 間 ２ ３ 内 に は 、 前 記 の 各
構 成 要 素 等 が 収 納 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 装 置 本 体 ２ の 先 端 面 ２ １ １ に は 、 装 置 本 体 ２ の 内 外 を 貫 通 し た 開 口 ２ １ ２ が 形 成 さ れ て
い る 。 こ の 開 口 ２ １ ２ を 介 し て チ ッ プ 装 着 部 ５ に チ ッ プ １ ３ が 装 着 （ 保 持 ） さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 先 端 面 ２ １ １ に は 、 開 口 ２ １ ２ の 外 周 を 囲 み 、 皮 膚 を 密 着 さ せ る 当 て 部 ３ が 設 置
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さ れ て い る 。 こ の 当 て 部 ３ は 、 形 状 が 当 該 当 て 部 ３ に 密 着 さ せ た 皮 膚 の 形 状 に 対 応 し た 形
状 を な し て い る 。 ま た 、 こ の 当 て 部 ３ の 先 端 側 に は 、 当 て 面 ３ １ が 形 成 さ れ て い る 。 当 て
部 ３ （ 当 て 面 ３ １ ） に 皮 膚 を 当 接 さ せ つ つ 、 成 分 測 定 装 置 １ を 作 動 さ せ る 。 こ れ に よ り 、
皮 膚 （ 以 下 、 本 実 施 形 態 で は 、 指 先 ２ ０ を 代 表 と し て 説 明 す る ） が 穿 刺 さ れ 、 採 取 さ れ た
血 液 中 の 所 定 成 分 （ 以 下 、 本 実 施 形 態 で は 、 ブ ド ウ 糖 を 代 表 と し て 説 明 す る 。 ） の 量 が 測
定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 装 置 本 体 ２ の 空 間 ２ ３ 内 に は 、 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ で 構 成 さ れ る 制 御 手 段 （ 図
示 せ ず ） が 搭 載 さ れ 、 成 分 測 定 装 置 １ の 諸 動 作 を 制 御 し て い る 。 ま た 、 こ の 制 御 手 段 は 、
測 定 手 段 ９ か ら の 信 号 に 基 づ い て 血 液 中 の ブ ド ウ 糖 量 （ 血 糖 値 ） を 算 出 す る 演 算 部 を 内 蔵
し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 第 １ 図 に 示 す よ う に 、 チ ッ プ 装 着 部 ５ の 近 傍 に は 、 減 圧 手 段 （ 吸 引 手 段 ） と し て の ポ ン
プ （ 電 動 ポ ン プ ） ８ が 設 置 さ れ て い る 。 こ の ポ ン プ ８ は 、 電 力 に よ り 作 動 す る も の で あ り
、 後 述 す る チ ッ プ 装 着 部 ５ の 内 部 に 形 成 さ れ 、 チ ッ プ １ ３ を 収 納 し 得 る チ ッ プ 収 納 空 間 ５
２ （ 空 間 ） と チ ュ ー ブ （ 図 示 せ ず ） を 介 し て 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の ポ ン プ ８ は 、 チ ッ プ 装 着 部 ５ の 収 納 空 間 ５ ２ 内 の 空 気 を 吸 引 、 排 出 す る こ と に よ り
、 チ ッ プ 装 着 部 ５ の 収 納 空 間 ５ ２ を 減 圧 状 態 と す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 ポ ン プ ８ は 、 指 先 ２ ０ の 穿 刺 部 位 か ら 血 液 を 吸 い 出 す こ と で き る 程 度 の 圧 力 （ 例
え ば 、 － ６ ０ ０ ～ － ３ ０ ０ ｍ ｍ Ｈ ｇ 程 度 ） に 、 チ ッ プ 装 着 部 ５ の 収 納 空 間 ５ ２ （ 指 先 ２ ０
の 穿 刺 部 位 ） を 減 圧 状 態 （ 吸 引 状 態 ） と す る こ と が で き る よ う な も の で あ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 第 １ 図 に 示 す よ う に 、 装 置 本 体 ２ の 空 間 ２ ３ 内 に は 、 測 定 手 段 ９ が 設 置 さ れ て い る 。 こ
の 測 定 手 段 ９ は 、 チ ッ プ １ ３ が 備 え る 試 験 紙 （ 図 示 せ ず ） に 展 開 さ れ た 血 液 中 の ブ ド ウ 糖
量 を 光 学 的 に 測 定 す る も の で あ り 、 そ の 設 置 位 置 は 、 チ ッ プ １ ３ を チ ッ プ 装 着 部 ５ に 装 着
、 保 持 し た 状 態 で 、 試 験 紙 が 位 置 す る 側 位 近 傍 と さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の 測 定 手 段 ９ は 、 図 示 し な い 発 光 素 子 （ 発 光 ダ イ オ ー ド ） と 受 光 素 子 （ フ ォ ト ダ イ オ
ー ド ） と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 発 光 素 子 は 制 御 手 段 と 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 受 光 素 子 は 、 図 示 し な い 増 幅 器 お よ び Ａ ／ Ｄ
変 換 器 を 介 し て 制 御 手 段 と 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 発 光 素 子 は 、 制 御 手 段 か ら の 信 号 に よ り 作 動 し 、 光 を 発 す る 。 こ の 光 は 、 所 定 の 時 間 間
隔 で 間 欠 的 に 発 光 す る パ ル ス 光 で あ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 チ ッ プ １ ３ を チ ッ プ 装 着 部 ５ に 装 着 し た 状 態 で 、 発 光 素 子 を 点 灯 さ せ る と 、 発 光 素 子 か
ら 発 せ ら れ た 光 は 試 験 紙 に 照 射 さ れ 、 そ の 反 射 光 は 、 受 光 素 子 に 受 光 さ れ （ 第 ２ 図 参 照 ）
、 光 電 変 換 さ れ る 。 受 光 素 子 か ら は 、 そ の 受 光 光 量 に 応 じ た ア ナ ロ グ 信 号 が 出 力 さ れ 、 所
望 に 増 幅 さ れ た 後 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 器 に て デ ジ タ ル 信 号 に 変 換 さ れ 、 制 御 手 段 に 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 制 御 手 段 で は 、 入 力 さ れ た 信 号 に 基 づ き 、 所 定 の 演 算 処 理 を 行 い 、 ま た 、 必 要 に 応 じ 補
正 計 算 を 行 っ て 、 血 液 中 の ブ ド ウ 糖 の 量 （ 血 糖 値 ） を 求 め る 。 求 め ら れ た 血 糖 値 は 、 表 示
部 （ 図 示 せ ず ） に 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ の よ う な 測 定 手 段 ９ に よ り 、 血 液 中 の ブ ド ウ 糖 の 量 を 被 測 定 者 （ 患 者 ） が 把 握 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
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　 前 述 し た よ う に 、 成 分 測 定 装 置 １ は 、 チ ッ プ 装 着 部 ５ に チ ッ プ １ ３ を 装 着 し て 使 用 さ れ
る 。 こ の チ ッ プ １ ３ は 、 第 １ 図 に 示 す よ う に 、 穿 刺 針 １ ４ と 、 穿 刺 針 １ ４ を 摺 動 可 能 に 収
納 す る 第 １ の ハ ウ ジ ン グ １ ５ と 、 第 １ の ハ ウ ジ ン グ １ ５ の 外 周 部 に 設 置 さ れ た 第 ２ の ハ ウ
ジ ン グ １ ６ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 穿 刺 針 １ ４ は 、 針 体 １ ４ １ と 、 針 体 １ ４ １ の 基 端 側 に 固 着 さ れ た ハ ブ １ ４ ２ と で 構 成 さ
れ 、 第 １ の ハ ウ ジ ン グ １ ５ の 内 腔 部 １ ５ ２ 内 に 収 納 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 針 体 １ ４ １ は 、 例 え ば 、 ス テ ン レ ス 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 、 チ タ ン 、 チ タ
ン 合 金 等 の 金 属 材 料 よ り な る 中 空 部 材 ま た は 中 実 部 材 で 構 成 さ れ 、 そ の 先 端 に は 、 鋭 利 な
刃 先 （ 針 先 ） が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 刃 先 に よ り 、 指 先 ２ ０ の 表 面 （ 皮 膚 ） が 穿 刺 さ れ る
。 ま た 、 ハ ブ １ ４ ２ は 、 そ の 基 端 部 に お い て 、 後 述 の 穿 刺 手 段 ４ を 構 成 す る プ ラ ン ジ ャ ４
１ と 嵌 合 す る 。 針 体 １ ４ １ は 、 プ ラ ス チ ッ ク 針 で も よ く 、 針 体 １ ４ １ と ハ ブ １ ４ ２ と は 、
一 体 で も よ い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 第 １ の ハ ウ ジ ン グ １ ５ は 、 壁 部 １ ５ ３ を 底 部 と す る 有 底 筒 状 の 部 材 で 構 成 さ れ 、 そ の 内
部 に は 内 腔 部 １ ５ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 壁 部 １ ５ ３ の ほ ぼ 中 央 部 に は 、 孔 １ ５ ４ が 形 成 さ
れ て い る 。 こ の 孔 １ ５ ４ は 、 指 先 （ 指 ） ２ ０ の 穿 刺 に 際 し 、 針 体 １ ４ １ が 通 過 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 第 １ の ハ ウ ジ ン グ １ ５ の 外 周 部 に は 、 第 ２ の ハ ウ ジ ン グ １ ６ が 固 着 さ れ て い る 。 第 ２ の
ハ ウ ジ ン グ １ ６ は 、 ほ ぼ 円 筒 状 の 部 材 で 構 成 さ れ 、 そ の 先 端 に は 、 リ ン グ 状 に 突 出 し た 当
接 部 １ ６ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 当 接 部 １ ６ ３ は 、 指 先 ２ ０ を 押 し 当 る 部 位 で あ り 、 先
端 面 に は 、 第 １ の ハ ウ ジ ン グ １ ５ の 内 腔 部 １ ５ ２ （ さ ら に 、 チ ッ プ 装 着 部 ５ の 収 納 空 間 ５
２ ） 内 に 連 通 し 、 針 体 １ ４ １ （ 針 先 ） が 通 過 可 能 な 先 端 開 口 （ 開 口 ） １ ６ ２ が 形 成 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 前 述 し た よ う に 、 成 分 測 定 装 置 １ は 、 可 動 手 段 １ ０ を 有 し て い る 。 以 下 、 そ れ に つ い て
詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 第 １ 図 に 示 す よ う に 、 チ ッ プ 装 着 部 ５ は 、 第 １ の 部 位 ６ と 、 第 １ の 部 位 ６ の 基 端 側 に 装
置 本 体 ２ に 対 し 移 動 可 能 に 設 け ら れ た 第 ２ の 部 位 ７ と 、 第 １ の 部 位 ６ と 第 ２ の 部 位 ７ と が
互 い に 離 間 す る よ う に 付 勢 す る 付 勢 手 段 １ １ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 第 １ の 部 位 ６ は 、 外 筒 部 ６ １ と 、 そ の 内 部 に 設 置 さ れ た 内 筒 部 ６ ２ と 、 内 筒 部 ６ ２ の 基
端 側 に 当 接 し て 設 置 さ れ た コ マ ６ ２ ２ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 第 １ 図 に 示 す 外 筒 部 ６ １ は 、 円 筒 状 の 内 側 部 ６ １ １ と 、 こ の 内 側 部 ６ １ １ の 基 端 側 の 外
周 に 同 心 的 に 設 け ら れ た 有 底 筒 状 の 外 側 部 ６ １ ２ と を 有 し て い る 。 内 側 部 ６ １ １ は 、 そ の
長 手 方 向 に 沿 っ て 内 腔 部 ６ １ ３ が 形 成 さ れ 、 こ の 内 腔 部 ６ １ ３ に チ ッ プ １ ３ が 収 納 （ 装 着
） さ れ る 。 ま た 、 内 側 部 ６ １ １ の 基 端 側 の 外 周 に は 、 そ の 外 径 が 縮 径 し た 段 差 部 ６ １ ４ が
設 け ら れ 、 そ の 段 差 部 ６ １ ４ に 、 後 述 す る 穿 刺 手 段 ４ の コ イ ル バ ネ ４ ３ の 先 端 が 当 接 す る
。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 第 １ 図 に 示 す 内 筒 部 ６ ２ は 、 有 底 筒 状 の 筒 部 ６ ２ １ と 、 筒 部 ６ ２ １ の 底 部 か ら 先 端 方 向
に 伸 長 し た プ ラ ン ジ ャ ４ １ と を 有 し て い る 。 筒 部 ６ ２ １ は 、 外 筒 部 ６ １ の 外 側 部 ６ １ ２ の
内 腔 部 ６ １ ５ に 挿 入 さ れ 、 先 端 側 の 底 面 ６ ２ ３ が 穿 刺 手 段 ４ の コ イ ル バ ネ ４ ３ の 基 端 に 当
接 す る 。 コ マ ６ ２ ２ は 、 形 状 が ほ ぼ 円 柱 状 を な し て お り 、 そ の 径 が 拡 径 し た 拡 径 部 （ フ ラ
ン ジ 部 ） ６ ２ ５ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 第 １ 図 に 示 す 外 筒 部 ６ １ は 、 そ の 形 状 が ほ ぼ 筒 状 を な し て お り 、 内 筒 部 ６ ２ を 支 持 し て
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い る 。 ま た 、 こ の 外 筒 部 ６ １ は 、 内 径 が 縮 径 し た 縮 径 部 ６ ３ ２ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 第 ２ の 部 位 ７ は 、 そ の 形 状 が 有 底 筒 状 を な し て お り 、 第 １ の 部 位 ６ と 第 ２ の 部 位 ７ と が
互 い に 穿 刺 針 １ ４ の 長 手 方 向 （ 第 １ 図 中 の 上 下 方 向 ） に 沿 っ て 移 動 す る 際 、 第 ２ の 部 位 ７
の 内 腔 部 ７ １ の 内 周 面 ７ １ １ と 第 １ の 部 位 ６ の 外 筒 部 ６ １ の 外 周 面 ６ ３ １ と が 互 い に 摺 動
す る （ 第 １ 図 お よ び 第 ２ 図 参 照 ） 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ま た 、 第 １ 図 に 示 す よ う に 、 内 腔 部 ７ １ は 、 第 １ の 部 位 ６ の 内 腔 部 ６ １ ５ 、 ６ １ ３ 等 を
介 し て チ ッ プ １ ３ の 先 端 開 口 １ ６ ２ に 連 通 し て お り 、 こ の 連 通 し た 空 間 に よ り チ ッ プ 装 着
部 ５ の 収 納 空 間 ５ ２ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ま た 、 第 １ 図 に 示 す よ う に 、 第 ２ の 部 位 ７ の 基 端 側 の 底 面 ７ ２ に は 、 複 数 の ガ イ ド ホ ー
ル ７ ２ ２ が 設 け ら れ 、 こ れ ら ガ イ ド ホ ー ル ７ ２ ２ に は 、 そ れ ぞ れ 、 装 置 本 体 ２ に 設 け ら れ
た 複 数 の ガ イ ド ピ ン ２ ２ が 挿 入 さ れ る 。 第 ２ の 部 位 ７ が 装 置 本 体 ２ に 対 し 移 動 す る 際 、 ガ
イ ド ホ ー ル ７ ２ ２ の 内 周 面 ７ ２ ３ が ガ イ ド ピ ン ２ ２ の 外 周 面 ２ ２ １ を 摺 動 す る （ 第 １ 図 お
よ び 第 ２ 図 参 照 ） 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 こ の よ う な ガ イ ド ピ ン ２ ２ お よ び ガ イ ド ホ ー ル ７ ２ ２ に よ り 、 第 ２ の 部 位 ７ が 装 置 本 体
２ に 対 し 穿 刺 針 １ ４ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 円 滑 に （ ス ム ー ズ に ） 移 動 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 付 勢 手 段 １ １ は 、 収 納 空 間 ５ ２ 内 に 設 置 さ れ た コ イ ル バ ネ １ １ １ 、 １ １ ２ で 構 成 さ れ て
い る 。 コ イ ル バ ネ １ １ １ の 先 端 お よ び 基 端 は 、 そ れ ぞ れ 、 外 筒 部 ６ １ の 縮 径 部 ６ ３ ２ お よ
び 第 ２ の 部 位 ７ の 内 腔 部 ７ １ の 底 面 ７ １ ２ に 当 接 し て い る 。 ま た 、 コ イ ル バ ネ １ １ ２ の 先
端 お よ び 基 端 は 、 そ れ ぞ れ 、 コ マ ６ ２ ２ の 拡 径 部 ６ ２ ５ お よ び 第 ２ の 部 位 ７ の 内 腔 部 ７ １
の 底 面 ７ １ ２ に 当 接 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 こ の よ う な 付 勢 手 段 １ １ （ コ イ ル バ ネ １ １ １ ） に よ り 、 穿 刺 前 の 状 態 （ 以 降 、 「 初 期 状
態 」 と い う ） に お い て 、 第 １ の 部 位 ６ お よ び 第 ２ の 部 位 ７ が そ れ ぞ れ 、 初 期 状 態 の 所 定 位
置 に 位 置 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 第 １ 図 に 示 す よ う に 、 付 勢 手 段 １ １ に よ る 付 勢 力
に よ っ て 、 外 筒 部 ６ １ の 先 端 が 当 て 部 ３ に 当 接 し 、 第 １ の 部 位 ６ は 、 チ ッ プ １ ３ の 先 端 開
口 １ ６ ２ の 位 置 （ 高 さ ） が 装 置 本 体 ２ の 先 端 面 ２ １ １ の 位 置 （ 高 さ ） と ほ ぼ 同 等 の 位 置 （
高 さ ） に な る よ う に 装 置 本 体 ２ の 空 間 ２ ３ に 位 置 す る こ と が で き る （ 第 １ 図 中 、 Ａ で 示 す
位 置 ） 。 一 方 、 第 ２ の 部 位 ７ は 、 そ の 底 面 ７ ２ が 装 置 本 体 ２ の ガ イ ド ピ ン ２ ２ が 突 出 す る
面 ２ ４ に 当 接 す る よ う に 位 置 す る こ と が で き る （ 第 １ 図 中 、 Ｂ で 示 す 位 置 ） 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 な お 、 コ イ ル バ ネ １ １ １ の 構 成 材 料 と し て は 、 特 に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 、 各 種 金 属 材 料
や 各 種 プ ラ ス チ ッ ク 等 を 単 独 ま た は 組 み 合 わ せ て 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 以 上 の よ う な 構 成 の チ ッ プ 装 着 部 ５ は 、 前 述 し た よ う に 第 １ の 部 位 ６ と 第 ２ の 部 位 ７ と
が 互 い に 移 動 す る こ と に よ り 、 収 納 空 間 ５ ２ の 容 積 が 変 わ る よ う 構 成 さ れ て い る 。 す な わ
ち 、 チ ッ プ 装 着 部 ５ は 、 第 ２ の 部 位 ７ が 固 定 さ れ て い な い た め 、 第 １ の 部 位 ６ （ チ ッ プ 装
着 部 の 先 端 側 の 部 分 ） が 基 端 方 向 に 強 制 的 に 移 動 さ せ ら れ る の を 防 止 し 、 ポ ン プ ８ の 減 圧
に よ る 収 納 空 間 ５ ２ の 収 縮 に よ っ て 生 じ た 所 定 の 距 離 （ 縮 ん だ 距 離 ） だ け 穿 刺 針 １ ４ の 長
手 方 向 に 沿 っ て 、 自 由 に 移 動 し 得 る よ う 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 ま た 、 チ ッ プ 装 着 部 ５ に は 、 第 １ の 部 位 ６ と 第 ２ の 部 位 ７ と が 移 動 す る 際 、 収 納 空 間 ５
２ の 気 密 性 を 保 持 す る リ ン グ 状 の シ ー ル 部 材 ５ ３ が 設 置 さ れ て い る 。 こ の シ ー ル 部 材 ５ ３
は 、 第 １ の 部 位 ６ の 外 筒 部 ６ １ の 外 周 面 ６ ３ １ と 第 ２ の 部 位 ７ の 内 腔 部 ７ １ の 内 周 面 ７ １
１ と の 間 隙 ５ ４ に 設 置 さ れ て お り 、 外 周 面 ６ ３ １ お よ び 内 周 面 ７ １ １ の そ れ ぞ れ に 当 接 し
て い る 。
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【 ０ ０ ６ ４ 】
　 こ の よ う な シ ー ル 部 材 ５ ３ に よ り 、 収 納 空 間 ５ ２ の 気 密 性 が よ り 確 実 に 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 な お 、 こ の シ ー ル 部 材 ５ ３ は 、 弾 性 体 で 構 成 さ れ て い る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 次 に 、 穿 刺 手 段 ４ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 第 １ 図 に 示 す よ う に 、 穿 刺 手 段 ４ は 、 プ ラ ン ジ ャ ４ １ と 、 プ ラ ン ジ ャ ４ １ を 基 端 方 向 へ
付 勢 す る コ イ ル バ ネ （ 付 勢 部 材 ） ４ ３ と を 有 し て い る 。 こ の 穿 刺 手 段 ４ は 、 収 納 空 間 ５ ２
内 に チ ッ プ １ ３ を 収 納 し 、 当 て 部 ３ に 指 先 ２ ０ を 密 着 さ せ て 先 端 開 口 １ ６ ２ を 封 止 し た 状
態 で 、 指 先 ２ ０ を 穿 刺 す る よ う に 穿 刺 針 １ ４ を 作 動 す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 プ ラ ン ジ ャ ４ １ は 、 そ の 形 状 が カ ッ プ 状 を な し て お り 、 筒 部 ６ ２ １ の 底 面 ６ ２ ３ に 設 け
ら れ て い る 。 こ の プ ラ ン ジ ャ ４ １ に は 、 穿 刺 針 １ ４ の ハ ブ １ ４ ２ が 着 脱 自 在 に 嵌 合 さ れ る
。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 コ イ ル バ ネ ４ ３ は 、 そ の 先 端 お よ び 基 端 が そ れ ぞ れ 第 １ の 部 位 ６ の 段 差 部 ６ １ ４ お よ び
底 面 ６ ２ ３ に 当 接 す る よ う に 第 １ の 部 位 ６ 内 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 ま た 、 コ イ ル バ ネ １ １ ２ は 、 穿 刺 手 段 ４ の 一 部 と し て 機 能 し て い る 。 す な わ ち 、 コ イ ル
バ ネ １ １ ２ は 、 伸 張 し て プ ラ ン ジ ャ ４ １ （ 内 筒 部 ６ ２ ） を 先 端 方 向 へ 移 動 さ せ 、 針 体 １ ４
１ の 刃 先 が 指 先 ２ ０ を 穿 刺 す る よ う に 機 能 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 一 方 、 こ の と き 、 コ イ ル バ ネ ４ ３ は 、 圧 縮 さ れ 、 プ ラ ン ジ ャ ４ １ を 基 端 方 向 へ 付 勢 、 す
な わ ち 、 プ ラ ン ジ ャ ４ １ を 基 端 方 向 へ 押 し 戻 そ う と す る 。 そ の 後 、 プ ラ ン ジ ャ ４ １ は 、 減
衰 運 動 し 、 コ イ ル バ ネ １ １ ２ の 弾 性 力 と コ イ ル バ ネ ４ ３ の 弾 性 力 と が 釣 り 合 う 位 置 で 静 止
す る （ 第 ２ 図 参 照 ） 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 こ の よ う な 構 成 の 穿 刺 手 段 ４ に よ り 、 指 先 ２ ０ を 穿 刺 し て 、 そ の 穿 刺 箇 所 か ら 血 液 を 突
出 （ 流 出 ） さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 次 に 、 成 分 測 定 装 置 １ を 用 い て 穿 刺 お よ び 血 液 の 採 取 を 行 う 場 合 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 ［ １ ］ 　 ま ず 、 チ ッ プ １ ３ を 装 置 本 体 ２ の 開 口 ２ １ ２ を 介 し て 、 チ ッ プ 装 着 部 ５ の 収 納
空 間 ５ ２ に 挿 入 （ 収 納 ） し 、 穿 刺 針 １ ４ の ハ ブ １ ４ ２ を プ ラ ン ジ ャ ４ １ に 嵌 合 （ 装 着 ） さ
せ る （ 第 １ 図 参 照 ） 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 ［ ２ ］ 　 次 に 、 当 て 部 ３ に 指 先 ２ ０ を 密 着 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 チ ッ プ １ ３ の 先 端 開 口
１ ６ ２ が 封 止 さ れ る （ 第 ２ 図 参 照 ） 。 ま た 、 指 先 ２ ０ が 先 端 開 口 １ ６ ２ を 押 圧 す る こ と に
よ り 、 先 端 開 口 １ ６ ２ の 位 置 は 、 基 端 方 向 へ 移 動 、 す な わ ち 、 第 ２ 図 中 の Ａ の 位 置 か ら Ａ
’ の 位 置 へ 移 動 す る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 ［ ３ ］ 　 次 に 、 前 述 し た よ う に 、 制 御 手 段 の 制 御 に よ り 穿 刺 手 段 ４ が 作 動 し て 、 穿 刺 針
１ ４ の 針 体 １ ４ １ に 指 先 ２ ０ を 穿 刺 さ せ る 。 穿 刺 後 、 針 体 １ ４ １ は 、 チ ッ プ １ ３ 内 に 収 納
さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 ［ ４ ］ 　 前 記 ［ ３ ］ の 状 態 で 、 制 御 手 段 の 制 御 に よ り ポ ン プ ８ が 作 動 し て 、 収 納 空 間 ５
２ を 減 圧 す る 。 こ の 減 圧 に よ り 、 指 先 ２ ０ の 穿 刺 箇 所 （ 穿 刺 傷 ） か ら 血 液 が 吸 い 出 さ れ る
。
　 ま た 、 こ の 減 圧 に よ り 、 第 １ の 部 位 ６ に 基 端 方 向 に 移 動 す る 力 （ 以 下 、 「 第 １ の 力 」 と
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い う ） が 加 わ る が 、 同 時 に 、 第 １ の 部 位 ６ と 第 ２ の 部 位 ７ と が 互 い に 移 動 可 能 に な っ て い
る た め 、 コ イ ル バ ネ １ １ １ 、 １ １ ２ お よ び ４ ３ の 付 勢 力 に 抗 し て 、 第 ２ の 部 位 ７ に も 先 端
方 向 に 移 動 す る 力 （ 以 下 、 「 第 ２ の 力 」 と い う ） が 加 わ る 。 こ の 第 １ の 力 と 第 ２ の 力 と は
、 同 等 で 釣 り 合 っ て お り 、 チ ッ プ １ ３ が 指 先 ２ ０ か ら 外 れ る （ 離 間 す る ） よ う に 作 用 す る
こ と は な い 。 従 っ て 、 指 先 ２ ０ の 吸 引 状 態 （ 収 納 空 間 ５ ２ の 減 圧 状 態 ） が 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 ［ ５ ］ 　 皮 膚 は 、 当 て 部 ３ の 当 て 面 ３ １ に 当 接 し て い る た め 、 皮 膚 が 基 端 方 向 に 動 く こ
と が 規 制 さ れ 、 こ の と き チ ッ プ 装 着 部 ５ は 移 動 可 能 で あ る た め 、 チ ッ プ 装 着 部 ５ の 重 量 が
チ ッ プ １ ３ の 先 端 開 口 １ ６ ２ を 封 止 し て い る 指 先 ２ ０ に 懸 か る 。 指 の 皮 膚 が 基 端 方 向 に 引
張 ら れ る こ と に よ り 、 指 先 ２ ０ を 先 端 開 口 １ ６ ２ に 押 し 当 て る こ と に よ っ て で き た う っ 血
状 態 が 解 消 さ れ る 。 こ の こ と に よ り 、 指 先 ２ ０ の 穿 刺 箇 所 か ら 充 分 に 血 液 を 採 取 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 ま た 、 以 上 の よ う な 構 成 に よ り 、 第 ２ 図 中 の Ａ と Ａ ’ と の 距 離 を 一 定 に す る こ と が で き
る と と も に 、 指 先 ２ ０ に お け る 吸 引 力 を 一 定 に す る こ と が で き 、 よ っ て 、 被 測 定 者 が 成 分
測 定 装 置 １ 使 用 す る 際 の 慣 れ 、 コ ツ の 習 得 な し に 血 液 の 成 分 測 定 を 確 実 に 行 な う こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 ま た 、 第 １ の 部 位 ６ と 第 ２ の 部 位 ７ と の 移 動 量 （ 第 ２ 図 中 の ｈ １ で 示 す 距 離 と ｈ ２ で 示
す 距 離 と の 和 ） は 、 皮 膚 の 弾 力 性 か ら 考 え て 、 通 常 、 ０ ． ５ ～ ５ ｍ ｍ が 好 ま し く 、 １ ． ５
～ ３ ｍ ｍ が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 ま た 、 チ ッ プ 装 着 部 ５ （ チ ッ プ １ ３ を 含 む ） の 重 量 は 、 チ ッ プ 装 着 部 ５ が う っ 血 解 除 の
た め に 皮 膚 を 引 張 っ た と き 、 皮 膚 か ら 離 れ な い 程 度 の 重 量 が 適 当 で あ り 、 通 常 、 ５ ～ ２ ０
０ ｇ ｆ が 好 ま し く 、 １ ０ ～ １ ０ ０ ｇ ｆ が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 ま た 、 チ ッ プ 装 着 部 ５ は 、 第 １ の 部 位 ６ と 第 ２ の 部 位 ７ と が 互 い に 移 動 し 、 こ の 移 動 に
よ り 収 納 空 間 ５ ２ の 容 積 が 変 わ る よ う 構 成 さ れ て い る の に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 、 チ ッ プ 装
着 部 ５ が 穿 刺 針 １ ４ の 長 手 方 向 に 伸 縮 自 在 で あ り 、 そ の 伸 縮 に よ り 、 収 納 空 間 ５ ２ の 容 積
が 変 わ る よ う 構 成 さ れ て い て も よ い 。 こ の 伸 縮 の 機 構 （ 手 段 ） と し て 、 例 え ば 、 蛇 腹 等 が
挙 げ ら れ る 。 ま た 、 こ の 伸 縮 の 機 構 は 、 チ ッ プ 装 着 部 ５ を 伸 長 さ せ る 方 向 に 付 勢 す る の が
好 ま し い 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 前 述 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 ま た 、 チ ッ プ 装 着 部 ５ が 伸 縮 す る 際 の 収 納 空 間 ５ ２ の 気 密 性 を 保 持 す る シ ー ル 部 材 が 設
置 さ れ て い る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 こ れ に よ り 、 前 述 し た シ ー ル 部 材 ５ ３ で 挙 げ た の と 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 成 分 測 定 装 置 を 図 示 の 各 実 施 形 態 に 基 づ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 、 こ
れ ら に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 各 部 の 構 成 は 、 同 様 の 機 能 を 発 揮 し 得 る 任 意 の
構 成 と 置 換 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 ま た 、 以 上 の 実 施 形 態 で は 、 測 定 目 的 と す る 成 分 と し て 、 ブ ド ウ 糖 （ 血 糖 値 ） を 代 表 と
し て 説 明 し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 例 え ば 、 タ ン パ ク 、 コ レ ス テ ロ ー ル 、 尿 酸 、 ク レ ア チ ニ
ン 、 ア ル コ ー ル 、 ナ ト リ ウ ム 等 の 無 機 イ オ ン 等 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 ま た 、 皮 膚 の 部 位 と し て は 、 指 先 に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 、 手 の 平 、 手 の 甲 、 腕 部 、 腹 部
、 大 腿 等 で あ っ て も よ い 。
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【 ０ ０ ８ ９ 】
　 ま た 、 減 圧 手 段 は 、 電 動 ポ ン プ に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 、 手 動 式 ポ ン プ 、 機 械 式 ポ ン プ 等
で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 ま た 、 ガ イ ド ピ ン お よ び ガ イ ド ホ ー ル は 、 そ れ ぞ れ 、 装 置 本 体 お よ び 第 ２ の 部 位 に 設 け
ら れ て い る の に 限 定 さ れ ず 、 装 置 本 体 に ガ イ ド ホ ー ル が 設 け ら れ 、 第 ２ の 部 位 に ガ イ ド ピ
ン が 設 け ら れ て い て も よ い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ９ １ 】
　 本 発 明 の 体 液 採 取 装 置 は 、 穿 刺 針 と 該 穿 刺 針 が 通 過 可 能 な 先 端 部 の 開 口 と を 備 え た チ ッ
プ を 装 着 し て 使 用 す る も の で あ っ て 、 測 定 部 位 の 皮 膚 を 密 着 さ せ る 当 て 部 を 有 す る 装 置 本
体 と 、 内 部 に 前 記 チ ッ プ を 収 納 し 得 る 空 間 が 形 成 さ れ た チ ッ プ 装 着 部 と 、 前 記 空 間 内 を 減
圧 す る 減 圧 手 段 と 、 前 記 空 間 内 に 前 記 チ ッ プ を 収 納 し 、 前 記 当 て 部 に 皮 膚 を 密 着 さ せ て 前
記 開 口 を 封 止 し た 状 態 で 、 前 記 減 圧 手 段 を 作 動 し て 前 記 空 間 を 減 圧 し た と き 、 前 記 チ ッ プ
装 着 部 の 先 端 側 の 部 分 を 所 定 の 範 囲 内 で 前 記 穿 刺 針 の 長 手 方 向 に 沿 っ て 自 由 に 移 動 可 能 に
す る 可 動 手 段 と を 有 す る 。 そ の た め 、 チ ッ プ 装 着 部 の 基 端 側 の 部 分 が 固 定 さ れ て い な い た
め 、 チ ッ プ 装 着 部 の 空 間 が 減 圧 に よ っ て 収 縮 し た と き 、 そ の 収 縮 し た 距 離 だ け チ ッ プ 装 着
部 の 先 端 側 の 部 分 が 穿 刺 針 の 長 手 方 向 に 沿 っ て 移 動 可 能 と な り 、 皮 膚 の 動 き に 追 随 す る こ
と に よ っ て 、 チ ッ プ が 皮 膚 か ら 離 間 す る の を 防 止 す る こ と が で き る 。 ま た 、 チ ッ プ と 皮 膚
と の 離 間 が 防 止 さ れ て い る こ と に よ り 、 空 間 の 減 圧 状 態 を 維 持 す る こ と が で き 、 よ っ て 、
皮 膚 の 穿 刺 箇 所 か ら 充 分 に 血 液 を 採 取 （ 吸 引 ） す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 産 業 上 の
利 用 可 能 性 を 有 す る 。
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【 国 際 調 査 報 告 】
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